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会長あいさつ 

委員会報告 

WELCOME 

幹事報告 

 
日下 健三 様（恵庭 RC） 

 
会長 入口 博美 

皆様こんにちは。 
前回例会は、雪のせいでしょうか？ 欠席者が多かったた

め前回例会で行われたクラブ協議会の内容を改めてお

知らせいたします。  

まず、J8 関係につきましては 3 点ほどの事業提案があり、

この案につきまして理事会に一任して戴けましたが、実行

委員会を編成して実行へのスピードアップを図りたいと思

っております。ご協力をお願いしたいと思っております。 
さて、今月の 3 月 10～16 日は「ローターアクト週間」で

す。 
私共のクラブは、このローターアクトについては、恵庭 RC
さんと千歳 RC さんにお任せきりの状況であり、特別な活

動をしておりません。先日この両クラブのローターアクトの

運営や活動について非常に苦慮されているとのお話があ

りました。メンバーが少ないなどが大きな障害となってい

るとのことでしたが、恵庭 RC からは 1 名のメンバーしか

登録されておらない状況で、合計 6～7 名程の会員数で

活動をされているようです。私共クラブは、これまでロータ

ーアクトの活動を支援する事業費が捻出できないなどの

理由から恵庭・千歳の両クラブにお世話を委ねておりま

す。ローターアクトの活動を支えるに当たり、現状のまま

で良いのかどうなのか真剣に考えてみなくてはならない

時期に来ていると思います。次年度にまたがって検討す

ることになりますが、その節よろしくお願いいたします。 
また、3 月 9 日に G8・J8 開催に関する支笏湖地域安全

協力会を発足させるとのことで文化センターにて設立総

会が開催されます。 
私たちクラブにも是非出席してい戴きたいと警察署警備

課から直接の要請がありましたが、その主旨を理解し賛

同をしたいと思っておりますので、皆さんにも参加して戴

きたくお願い致します。 
 
 
 

 
幹事 佐々木 俊英 

 3 月 13 日（木）開催、千歳 RC2000 回記念例会のご

案内の案内が届いております。千歳ローターアクトクラ

ブと合同で千歳ゴルフレストランにて開催されます。会

長、幹事、次年度ガバナー補佐の 3 名で出席して参り

ます。 
 ツインレイクサミット「千歳支笏湖地域安全協力会」が

発足されます。設立総会を 3 月 9 日（日）午後 3 時、

千歳市民文化センターにて開催されます。「支笏湖国

際太鼓ジュニア」「道警案楽隊」の演奏も予定されてい

ます。皆様の出席を宜しくお願いします。 
 千歳観光連盟と韓国済州島観光連盟とが姉妹提携さ

れ、毎年交流を重ねています。先日、羽芝会員、今井

会員と私が参加し韓国へ行って参りました。お土産は

次回夜間例会をお楽しみに！ 

例会出席状況 （2008 年 3 月 4 日） 
会員数 34 名 
会員出席者数 23 名 
欠席者数（内：無断欠席） 11（4）名 
出席率（前回） 67.64（61.76）％ 
ゲスト・ビジター出席者数 1 名 
出席者数総計 24 名 

 
 
 

地区 WCS 委員会 田口 廣 
我がクラブより「タイランナーチェンマイ RC とのダム設置

事業」を 06－07 年度、07－08 年度と 2 ヵ年に亘り行って

います。その検証ツアーが 5 月にあります。私と一緒に行

ってみませんか？申し込みを宜しくお願い致します。現在

地区でには 30 名の申し込みがあるようです。 
 
IC・雑誌委員会 坂井 治 
『ロータリーの友』3 月号のごあんない案内、出席率

100％達成のクラブを訪ねて等。『友』インターネット速報

の案内、ロータリアンが韓国の新大統領に就任等。是非、
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お読み下さい。 
 

ニコニコ BOX 

会長エレクト 井上 英幸 
3 月 1～2 日、PETS（次年度会長研修セミナー）が札幌ル

ネッサンスホテルを会場に開催され、出席して参りまし

た。 
08－09 年度 テーマ『夢をかたちに』 
研修内容を簡単に報告致します。 
職業奉仕 4 つのテスト、職業倫理の実践について 
社会奉仕・国際奉仕 奉仕プロジェクトの実践（地域社

会・世界社会奉仕の成功例と実際） 
クラブ奉仕 会員義務としての例会出席の意義について 
新世代 新世代への期待、特に最近のインターアクト・ロ

ーターアクトの現況とその指導について 
ロータリー財団 100 ドル寄付の是非について 
 
※セミナー出席報告書を、本会報の最終項に記載してい

ます。 
 
長期計画･企画 委員長 高塚信和 
会長エレクト研修セミナーには次年度ガバナー補佐の羽

芝会員が韓国訪問のため、私が代行し出席して参りまし

た。 
「グループ別討論会」では司会進行を仰せつかり、クラブ

の現状について、ローターアクト・インターアクトの今後の

あり方。また、CLP 導入について、現状は強制ではなく推

奨であるとの方針で指導を行っているが、日本の中のロ

ータリーはこれを率先して取り入れるべきではないの

か？！ 国内では会員数が 30 名未満のクラブが 30％と

いうことであり、簡素化された中でどのように活動するべ

きなのかを、お話をして参りました。 
まだ経過途中ではありますが、実際に我がクラブが取り

入れて、現実を直視して奉仕活動を実践、またクラブ協議

会を開催しグループ討議を行い全員参加型の事業の推

進等々の説明も致しました。 
多くの賛同を戴き、出席委員からは是非 CLP を取り入れ

たいとの発言を戴けました。 
 

 
 

 入口博美会員：襟裳のガソリンスタンドの仲間が 53 歳

でお亡くなりになりました。皆様、健康には十分気をつ

けましょう。 
 白木松敏会員： 松坂さんの「光と氷のオブジェ」のう

ちあげ打ち上げ会があり、私は感謝状を戴けました。 
 田口廣会員：2 週続けて休会、申し訳ございませんで

した。 
 加藤正志会員：3 月弥生、今の仕事も半年を経ました。

今回は駅前商店街に入って良いよと言われました。 
 汲田信夫会員：67 歳になりました。健康には気をつけ

ています。月一度の例会出席になり、申しわけござい

ません。 
 羽芝涼一会員：PETS には高塚さんに出席をお願いし

ました。感謝です！ 
 
 
 
担当 地域活動委員会 委員長 深見 浩 

本日のプログラム 

会員卓話「救急救命 ～実技講習」 
 
何のために救急救命は必要なのか？ 
突然、心肺停止になった時、救急車が来るまでの間に何

が出来るか ？ 
救急車が到着するまで 6 分（平

均値）の時間を要すると言われ

ています。放っておくと 10 人中

8.5 人の方が亡くなってしまい

ます。心肺蘇生を行うことによ

って生存率が1.5倍に上がるの

です。各家庭に、地域に心肺蘇

生できる方がたくさん居れば居

るほど、幸せな町になっていく

のではと思います。 
 
救急救命の実技講習 
① 反応の確認（高塚さん！高塚さん！と呼びかける） 
② しかし、反応なし！ 
③ 助けを呼ぶ（119 番通報と AED の手配） 
④ 気道の確保と呼吸の確認（正常な呼吸をしているか）

※呼吸正常→回復体位にして様子を見る 
⑤ 呼吸していない→人工呼吸 2 回（省略可能） 
⑥ 胸骨圧迫 30 回と人工呼吸 2 回の組み合わせを繰り

返す ※圧迫は強く、速く（約 100 回／分）絶え間なく

圧迫解除は胸がしっかり戻るまで 
⑦ AED 到着  電源を入れ電極パッドを装着する 
⑧ 心電図の解析 
⑨ 電気ショックは必要か 

必要→電気ショック 1 回、その後直ちに胸骨圧迫と人

工呼吸を再開 ※5 サイクル（2 分間） 
必要なし→直ちに胸骨圧迫と人工呼吸を再開 ※5 サ

イクル（2 分間） 
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この活動を成功させるため、各クラブには今後 3 年間に

及んで毎年1,000ドルを目標とする募金活動をするように

呼びかけられます。 ･･･という話でした。 

 例会日程 及び プログラム
 

3 月 18 日 夜間例会（親睦活動） 
3 月 25 日 クラブ協議会（理事会） 
4 月 1 日 休会（年度始め） 
4 月 6 日（日） 地区協議会（札幌コンベンションセン

ター） 
4 月 8 日 （友好クラブ・米山奨学会） 
4 月 15 日 ※4 月 27 日に例会変更 
4 月 22 日 クラブ協議会（理事会） 
4 月 26 日（土） 千歳 RC 創立 40 周年記念ゴルフコ

ンペ 
4 月 27 日（日） 千歳 RC 創立 40 周年記念式典・祝

賀会（ANA クラウンプラザホテル） 
4 月 29 日 休会（G・W） 
5 月 6 日 休会（G・W） 
5 月 13 日 ※5 月 14 日に例会変更 
5 月 14 日（水） 移動夜間例会「6 クラブ合同親睦例

会」（恵庭キャッスル） 
5 月 20 日 移動例会「支笏湖周辺復興の森植

替え作業」及び「花見会」（緑化推進

特別委員会） 
5 月 27 日 （副会長） 
6 月 3 日 移動例会「清掃活動」（社会奉仕） 
6 月 10 日 「次年度に向け」（会長エレクト） 
6 月 17 日 「会長、副会長、幹事 活動報告」 

（会長、副会長、幹事） 
6 月 24 日 夜間例会「07-08 年度最終例会」 

（親睦活動） 

1,000 ドルとなると日本円に換算すると 10 万円余りとなり

ます。会員数の多いクラブではあまり支障を及ぼす数字

ではないと思われますが、我がクラブのように会員数の

少ないクラブにとっては多額となり問題となるわけです。 
地区としてどのような対応を考えているのかと質問してみ

ましたが、「地区は決定機関ではありませんので各クラブ

にお任せする」という毎度ながらのお答えでした。 
私は、1,000 ドル×73 クラブ（2510 地区）÷会員数（2510
地区）とし、人頭割に考えた方が良いと思っています。 
今後、皆さんと議論が必要となるところだと思います。 
 
ポイント 2 
グループ討議として、以下のテーマを与えられました。 
① 職業奉仕 
昨今の商業道徳心の低下には目に余るものがある。ポー

ル・ハリスがシカゴでロータリークラブを創立する機縁とな

ったのも、時代背景は多少違ってはいますが、同様のこと

が言えたと思います。こういう時代だからこそロータリーの

根幹である職業倫理が問われています。皆さん心がけ実

践しましょう！ 
② クラブ奉仕 
例会出席について、会員義務としての例会出席の意義を

討議しました。出席率が良いクラブは例会が楽しい、活動

も活発であります。 
我がクラブの携帯メールによる例会案内、例会出欠連絡

の重要性の話をして、ちょっと自慢して参りました。 
③ 新世代 

 インターアクト、ローターアクトの現況とその指導について

の考え方を討議しました。時代の変化による会員数の減

少と青少年の思想・行動の変化等が大きく変化していると

の報告がありましたが、私は分からないので沈黙してい

ました。 

 
 

会長エレクト研修セミナー報告  
開催日程 2008 年 3 月 1 日（土）、2 日（日） 
開催会場 札幌ルネッサンスホテル ④ 奉仕プロジェクトの実施 
出席・報告 会長エレクト 井上 英幸 地域社会、世界社会奉仕の成功例と活動の在り方につ

いての討議を行いました。  
前回から一方的な講和形式から、テーマを設けての分科

会方式に転換されたらしいが、約 4 時間の分科会にはさ

すがに疲れました。 

CLPによる継続した考え方の下、「緑化推進事業」を実践

している我がクラブの活動経緯、及び WCS に協力賛同

する「タイランナーチェンマイ R･C とのダム設置事業」の

報告を致しました。 基調講演で報告があったポリオに関する件には、今後各

クラブの理事会で検討する必要が大いにある！と、まず

始めに唱えておきたい。 
⑤ ロータリー財団 
寄付「毎年あなたも 100 ドルを」についての是非を討論し

ました。  
ポイント 1 過去 3 ヵ年に亘る報告がなされました。 
ポリオの無い世界の実現に向け必要とされている米貨 2
億ドルを提供するため、「国際ロータリー」と「ビル･アンド･

メリンダ･ゲイツ財団」が新しく共同関係を締結し、ゲイツ

財団はロータリー財団に対し、1 億ドルの補助金を寄付し、

これを受けてロータリーは今後3年間にこれと同額を加算

しポリオ撲滅のために寄付行為を実施することになりまし

た。これは、ボランティア奉仕団体に提供される補助金と

しては史上最高額だそうです。 

我 が ク ラ ブ は 、 2,800 、 2,900 、 3,200 ド ル と 達 成 率

110.3％でありました。また、地区補助金の 450,000 円が

1 月に出金されていることも合わせて報告がありました。 
 
総 評 
1 日目の分科会では、所要にて出席できなかった羽芝次

年度ガバナー補佐に代わり高塚パスト会長が出席され分

-　3 -



科会第 1 グループの進行役を務められ、素晴らしい進行

により有意義な討議ができたと参加者が感心していたと

聞きました。私は別グループでしたので、詳しくは知りま

せんが･･･（笑）。ただ、聞くところによりますと、全く与えら

れたテーマとは違う議論がされたと伺っています。あらか

じめテーマを設定するのも宜しいことですが、問題提起を

するところから討論を始めるといった内容も良いと思いま

す。私も 4 時間に及ぶ分科会の開催時間が短く感じられ

るような議論を行いたかったと少し羨ましく思いました。 
2 日目は、羽芝次年度ガバナー補佐が出席され、役員紹

介の場面では、羽芝会員は大きく 2 度も手を振っておられ

ました。また、ロータリー財団セミナーに出席された次年

度理事の深見会員は可哀想な程に大変にお疲れのご様

子でありました。 お疲れ様でした。 
 
多くのエレクトは、「サァー！これから頑張るゾっ」という意

気込みと「大変ダァー」というプレッシャーを感じていること

だと思います。私も一緒です。 
ご指導、ご鞭撻の程、宜しくお願いします。 
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